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ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

●健康教室（みずほ）／
瑞穂地区会館：9:30～
●健康教室（元町親交
会）／元町地域コミュニ
ティセンター：13:30～
●健康教室（宮田・富
川）／綺羅乃湯：13:30～
●人形劇公演／　：
19:00～20:00

●人形劇公演／　：
11:00～12:00

●ニセコ町サミット対
策会議／　：13:30～
●健康教室(小花井)／
小花井地区会館：
13:30～
●夜間スキー・スノー
ボード講習会／ニセコ
アンヌプリ国際スキー
場：18:00～【6日まで】

●健康教室（西富）／
：9:30～
●健康教室（桂）／桂
地区会館：9:30～
●まちづくり町民講座
「景観シンポジウム」
／　：18:30～
くらしの情報→P18参照

●ニセコ小学校新1年生
1日入学／同校：9:35～
●近藤小学校新1年生1
日入学／同校：10:30～
●健康教室（里見地区
親交会）／里見地域コ
ミュニティセンター：
13:30～

●北海道教職員移動美
術展／　：【11日まで】
くらしの情報→P20参照
●健康教室（ニセコ親
交会）／綺羅乃湯：
13:30～

●健康教室（市街地区）
・健康相談／　：
13:30～

建国記念の日 ●三種混合予防接種／
ニセコ医院：13:00～
●ＢＣＧ予防接種／ニ
セコ医院：13:30～

●全町児童生徒スキー
大会／東山スキー場：
開会式9:30～
くらしの情報→P21参照

夜間当番医

夜間当番医

夜間当番医

夜間当番医

●乳幼児健診／　：
10:00～
●子育て講座／　：
10:00～11:30
にこにこ広場→P16参照

●寿大学学習会／　：
10:15～

当番医

●まちづくり町民講座
「合併問題講演会」／
：14:00～16:30

くらしの情報→P18参照

●入園説明会／　：
18:30～

●絵本の読み聞かせ／　
：10:00～10:30

にこにこ広場→P16参照
●広報広聴検討会議／
：15:00～17:00
●生け花体験教室／
：15:30～17:00

くらしの情報→P21参照

★総合体育館の一般開放は
毎週水曜日、土曜日と日曜日です。
水曜日…午後7時から午後9時
土曜日…午前9時から午後9時
日曜日…午前9時から午後5時

2月
FEBRUARY
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㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日 あそぶっく休館日

あそぶっく休館日当番医

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29

●夜間・休日の急患対応

倶知安厚生病院
☎22-1141

●平日夜間、土・休日対応

蘭越診療所（蘭越） ☎57-5424

くとさん外科胃腸科（倶知安））

☎21-6410

●急患受付
365日24時間対応

●平日夜間受付
午後5時～午後7時

●土曜受付
正午～午後5時

●日曜・祝日受付
午前9時～午後5時

もやさないごみ収集日（水曜日地区）

もやさないごみ収集日（金曜日地区）

もやさないごみ収集日（金曜日地区）

もやさないごみ収集日（水曜日地区）

＝公民館 ＝幼児センター ＝西富地区町民センター
＝役場 ＝総合体育館 ＝有島記念館
＝運動公園 ＝あそぶっく ＝町民センター

２月号　❶
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温
泉
は
、
マ
グ
マ
な
ど
で
熱
せ
ら
れ
た
地

下
水
が
、
地
下
の
岩
石
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

物
質
を
溶
か
し
込
ん
で
地
上
に
わ
き
出
し

た
、
大
地
か
ら
の
恵
み
で
す

温
泉
に
は
、
疲
労
回
復
や
ス
ト
レ
ス
解
消

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま
す

寒
い
季
節
こ
そ
、
温
泉
に
入
っ
て
身
も
心

も
温
ま
っ
て
み
ま
せ
ん
か

た
ち
は
温
泉
に
入
る
と
、
疲
労
が

回
復
し
た
り
肩
こ
り
が
治
っ
た
り

す
る
ほ
か
、
解
放
感
や
安
ら
ぎ
を
感
じ
ま

す
。
こ
れ
は
、
温
泉
水
の
熱
や
浮
力
な
ど

に
よ
る
物
理
的
作
用
と
、
温
泉
水
に
含
ま

れ
て
い
る
成
分
に
よ
る
化
学
的
作
用
が
人

体
に
影
響
を
与
え
る
ほ
か
、
日
常
生
活
か

ら
離
れ
、
温
泉
地
で
の
美
し
い
景
色
な
ど

を
見
る
こ
と
に
よ
る
心
理
的
効
果
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
総
合
的
に
働
い
て
も

た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

近
年
の
ス
ト
レ
ス
社
会
や
高
齢
化
社
会

の
到
来
と
と
も
に
、
気
軽
に
心
身
の
健
康

を
増
進
す
る
こ
と
の
で
き
る
温
泉
が
、
い

ま
改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
に
降
っ
た
雨
や
雪
は
地
中
に
染

み
込
ん
で
貯
ま
り
地
下
水
と
な
り

ま
す
。
こ
の
地
下
水
が
、
火
山
の
マ
グ
マ

や
地
熱
、
古
代
に
堆
積
し
た
植
物
が
変
質

す
る
と
き
に
出
す
熱
な
ど
に
よ
っ
て
熱
せ

ら
れ
、
地
下
の
岩
石
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
物

質
を
溶
か
し
込
み
、
渓
谷
や
海
岸
な
ど
の

断
層
か
ら
自
然
に
わ
き
出
し
た
り
、
ボ
ー

リ
ン
グ
に
よ
っ
て
く
み
上
げ
ら
れ
た
り
し

て
地
上
に
わ
き
出
し
た
も
の
が
温
泉
と
呼

ば
れ
ま
す
（
表
１
）。

私地 温
泉
の
成
り
立
ち

温
泉
の
効
き
目

表１：温泉の要件（次のどちらかの条件を満たすこと）
①湧出時の温度が25度以上

②以下の物質を一つでも含む（水1kg中）

溶存物質（ガス性のものを除く）の総量1000mg以上
炭酸ガス250mg以上 フッ素イオン2mg以上
リチウムイオン1mg以上 ヒドロひ酸イオン1.3mg以上
ストロンチウムイオン10mg以上 メタ亜ひ酸1mg以上
バリウムイオン5mg以上 総硫黄1mg以上
鉄イオン10mg以上 メタほう酸5mg以上
第一マンガンイオン10mg以上 メタけい酸50mg以上
水素イオン1mg以上 重炭酸ソーダ340mg以上
臭素イオン5mg以上 ラドン100億分の20キュリー以上
沃素（ようそ）イオン1mg以上 ラジウム塩1億分の1mg以上

特
　
集
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が
（
表
２
）、
こ
れ
ら
11
種
類
の
温
泉
が
、

そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
わ
き
出
す
こ
と
は
珍
し

く
、
ほ
と
ん
ど
の
温
泉
は
、
い
く
つ
か
の

泉
質
が
複
合
し
た
も
の
と
し
て
わ
き
出
し

ま
す
。
例
え
ば
、
食
塩
泉
に
重
曹

じ
ゅ
う
そ
う
泉
の
成

分
が
混
じ
っ
た
「
含
重
曹
食
塩
泉
」
な
ど

が
あ
り
、
こ
の
場
合
は
食
塩
泉
と
重
曹
泉

の
両
方
の
効
能
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

セ
コ
町
内
に
は
た
く
さ
ん
の
温
泉

が
あ
り
、
泉
質
や
効
能
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
（
表
３
）。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

泉
質
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
ニ
セ
コ
に

い
な
が
ら
全
国
の
有
名
な
温
泉
に
近
い
お

湯
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
五
色
温

泉
郷
の
よ
う
な
硫
化
水
素
泉
主
体
の
温
泉

に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
ド
ラ
マ
「
お
し
ん
」

の
舞
台
に
も
な
っ
た
山
形
県
の
銀
山
温
泉

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ニ
セ
コ
駅
前

温
泉
や
昆
布
温
泉
郷
の
よ
う
な
食
塩
泉
主

体
の
温
泉
に
は
、
日
本
三
大
温
泉
の
ひ
と

つ
静
岡
県
の
熱
海
温
泉
な
ど
が
あ
り
、
ア

ン
ヌ
プ
リ
温
泉
郷
や
東
山
温
泉
郷
の
よ
う

な
重
曹
泉
主
体
の
温
泉
に
は
、
美
肌
の
湯

と
し
て
有
名
な
佐
賀
県
の
嬉
野
温
泉
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
全
国
の
温
泉
め
ぐ
り
を
す

る
気
持
ち
で
町
内
の
温
泉
を
は
し
ご
す
る

こ
と
も
、
ニ
セ
コ
の
温
泉
を
楽
し
む
一
つ

の
方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

泉
は
、
含
ま
れ
て
い
る
成
分
の
違

い
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
温
泉
は
、
ど
の
よ
う
な
地
層
の

間
を
通
っ
て
く
る
か
に
よ
っ
て
、
溶
け
込

む
成
分
に
違
い
が
生
じ
ま
す
。
温
泉
に
含

ま
れ
て
い
る
化
学
物
質
は
、
入
浴
に
よ
っ

て
一
部
が
皮
膚
を
通
し
て
体
内
に
入
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
能
を
生
じ
ま
す
。
そ
の
た

め
隣
接
す
る
温
泉
で
も
、
泉
質
や
効
能
に

微
妙
な
違
い
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

主
な
泉
質
は
11
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す

２月号 ３

温 温
泉
の
分
類
と
効
能

ニ ニ
セ
コ
は
温
泉
の
宝
庫

ニ
セ
コ
は
お
湯
の
質
が
良
い
で
す
ね

「
妻
と
娘
、
孫
４
人
で
温
泉
に
来
ま
し
た
。

温
泉
は
家
の
風
呂
よ
り
温
ま
り
方
が
違
い

ま
す
ね
。
ニ
セ
コ
の
温
泉
は
お
湯
の
質
が

良
く
、
特
に
女
性
に
は
肌
が
つ
る
つ
る
に

な
る
と
家
族
の
中
で
も
好
評
で
す
。」

倶知安町から来たみなさん

表2：温泉の分類と効能

※温泉の泉質を表すには、温泉水に含まれる主な化学物質の名前を並べてその化学的な内容を直接表した「新泉質名」と、泉質
を簡潔に表現し伝統的な温泉の名称として広く親しまれている「旧泉質名」があります。ここでは「旧泉質名」により表記
※病気などで体が弱っているときに温泉に入ると、体力を消耗して悪化することがあります。体調が良くないときや熱があると
きは入浴を避けましょう。そのほか温泉に入ってはいけない病気など（禁忌症）として、悪性腫瘍や腎不全、高度の動脈硬化
症や高血圧症、妊娠中などがあげられますので注意してください

炭酸泉

鉄泉

硫黄泉

硫酸塩泉

食塩泉

単純泉

重曹（じゅうそう）泉

重炭酸土類泉
明礬（みょうばん）泉

酸性泉

放射能泉

一般に無色透明、無味無臭。温泉水に含まれる成分が少ないため、刺激が少なく肌に優しい。神経痛、筋
肉痛、関節痛、うちみ、くじき、冷え性、疲労回復、健康増進などに効果がある。これらの効能は主に温
浴による効能で、以下の全ての温泉でも同様の効能がある。
温泉水に含まれる塩分が皮膚について汗の蒸発を防ぐため、体を温める効果が大きい。切り傷、やけど、
慢性皮膚病、慢性婦人病などに効果がある。
皮膚の表面を柔らかくし肌をなめらかにする通称「美人の湯」。切り傷、やけど、慢性皮膚病などに効果
がある。
炭酸ガスが溶け込んでいて、入浴すると体中に泡がつく。この泡が皮膚に刺激を与え、毛細血管が拡張し
て血液の循環が良くなり、心臓の負担を少なくする。高血圧症、動脈硬化症、切り傷、やけどなどに効果
がある。
温泉水に含まれる成分により芒硝（ぼうしょう）泉、石膏（せっこう）泉、正苦味（せいくみ）泉に分かれる。動脈
硬化症、高血圧症、切り傷、やけどなどに効果がある。
湧出時は透明だが、空気に触れると温泉水に含まれる鉄分が酸化して褐色に濁る。炭酸鉄泉と緑礬（りょく
ばん）泉に分かれる。慢性皮膚病などに効果がある。
硫黄泉と硫化水素泉に分かれる。卵の腐ったような匂いと白濁する湯で知られる。殺菌力が強い。刺激が
強い泉質なので、体力の落ちている人や皮膚の弱い人などは注意が必要。慢性皮膚病、慢性婦人病、切り
傷、糖尿病など、硫化水素泉の場合はそのほか高血圧症、動脈硬化症などに効果がある。
切り傷、やけど、慢性皮膚病などに効果がある。
皮膚や粘膜を引き締める作用がある。慢性皮膚病などに効果がある。
強い酸性の温泉。殺菌力が強く肌にしみる強い刺激があるので、肌の弱い人は入浴を控えるか入浴後に真
水で体をしっかり洗い流すなどの配慮が必要。慢性皮膚病などに効果がある。
別名ラジウム温泉。痛風、動脈硬化症、高血圧症、慢性胆のう炎、胆石症などに効果がある。

特徴と効能泉質名

利
用
者
の
声

が
ん
じ
ゅ
う
そ
う
し
ょ
く
え
ん
せ
ん
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の
両
方
の
効
能
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

セ
コ
町
内
に
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水
素
泉
主
体
の
温
泉

に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
ド
ラ
マ
「
お
し
ん
」

の
舞
台
に
も
な
っ
た
山
形
県
の
銀
山
温
泉

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ニ
セ
コ
駅
前

温
泉
や
昆
布
温
泉
郷
の
よ
う
な
食
塩
泉
主

体
の
温
泉
に
は
、
日
本
三
大
温
泉
の
ひ
と

つ
静
岡
県
の
熱
海
温
泉
な
ど
が
あ
り
、
ア

ン
ヌ
プ
リ
温
泉
郷
や
東
山
温
泉
郷
の
よ
う

な
重
曹
泉
主
体
の
温
泉
に
は
、
美
肌
の
湯

と
し
て
有
名
な
佐
賀
県
の
嬉
野
温
泉
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
全
国
の
温
泉
め
ぐ
り
を
す

る
気
持
ち
で
町
内
の
温
泉
を
は
し
ご
す
る

こ
と
も
、
ニ
セ
コ
の
温
泉
を
楽
し
む
一
つ

の
方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

広報ニセコ４

泉
は
、
含
ま
れ
て
い
る
成
分
の
違

い
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
温
泉
は
、
ど
の
よ
う
な
地
層
の

間
を
通
っ
て
く
る
か
に
よ
っ
て
、
溶
け
込

む
成
分
に
違
い
が
生
じ
ま
す
。
温
泉
に
含

ま
れ
て
い
る
化
学
物
質
は
、
入
浴
に
よ
っ

て
一
部
が
皮
膚
を
通
し
て
体
内
に
入
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
能
を
生
じ
ま
す
。
そ
の
た

め
隣
接
す
る
温
泉
で
も
、
泉
質
や
効
能
に

微
妙
な
違
い
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

主
な
泉
質
は
11
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
（
表
２
）、
こ
れ
ら
11
種
類
の
温
泉
が
、

そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
わ
き
出
す
こ
と
は
珍
し

く
、
ほ
と
ん
ど
の
温
泉
は
、
い
く
つ
か
の

泉
質
が
複
合
し
た
も
の
と
し
て
わ
き
出
し

ま
す
。
例
え
ば
、
食
塩
泉
に
重
曹

じ
ゅ
う
そ
う
泉
の
成

分
が
混
じ
っ
た
「
含
重
曹
食
塩
泉
」
な
ど

が
あ
り
、
こ
の
場
合
は
食
塩
泉
と
重
曹
泉

生 大
地
の
恵
み
を
楽
し
も
う

温
泉
は
疲
れ
が
取
れ
ま
す
ね

「
毎
日
ニ
セ
コ
の
温
泉
に
入
っ
て
い
ま
す
。

温
泉
は
、
湯
船
が
広
い
の
で
ゆ
っ
た
り
で

き
る
し
、
な
に
よ
り
も
、
体
を
動
か
す
仕

事
の
後
で
温
泉
に
入
る
と
、
疲
れ
が
良
く

取
れ
ま
す
ね
」

堂本　学さん
（字本通）

表3 ニセコの温泉

※詳しい泉質、効能、禁忌症は各温泉でご確認ください

五色温泉郷

ニセコアンヌプリとイワオヌプリにはさまれた標高
750ｍにある温泉。慢性皮膚病、慢性婦人病、高血
圧症、動脈硬化症などに効果がある。
・ニセコ五色温泉旅館（含フッ素食塩苦味硫化水素泉）
・五色の里ニセコ山の家（酸性含食塩硫化水素泉）

昆布温泉郷

ニセコアンベツ川の渓流沿いに広がるニセコ最大の
温泉郷。慢性皮膚病、慢性婦人病などに効果がある。
・ホテルあしりニセコ（含重曹食塩泉）
・ニセコグランドホテル（含重曹食塩泉）
・ホテル甘露の森（含重曹食塩泉）

アンヌプリ温泉郷

アンヌプリ国際スキー場の近くにある温泉。切り傷、
慢性皮膚病、慢性婦人病、動脈硬化症などに効果が
ある。
・ホテルニセコいこいの村（含食塩芒硝重曹泉）
・ニセコアンヌプリ温泉湯心亭（含食塩芒硝重曹泉）

東山温泉郷

ニセコ東山スキー場のふもとにある温泉。切り傷、
動脈硬化症などに効果がある。
・ニセコ東山プリンスホテル（含芒硝重曹泉）

ニセコ駅前温泉
ＪＲニセコ駅前にある温泉。慢性皮膚病、慢性婦人
病などに効果がある。
・綺羅乃湯（含重曹食塩泉）

町外の温泉
①湯本温泉郷　②薬師温泉　③湯の里温泉郷　④昆
布川温泉郷　⑤ひらふ温泉郷

①

②

③④

⑤

道道66号線

道道66号線

国道5号線

国道5号線

ニセコ

ひらふ

昆布

イワオヌプリ

ニセコアンヌプリ

五色温泉郷

アンヌプリ温泉郷

昆布温泉郷

ニセコ駅前温泉

東山温泉郷

利
用
者
の
声



物
品
庫 

収　納 

女
子
便
所 

収
納
庫 
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玄関 男子便所 

多目的 
便所 
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事務室 

多目的ホール 
研　修　室 
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お
知
ら
せ

の
研
修
や
地
場
農
産
物
を
利
用
し

た
食
品
加
工
研
究
な
ど
の
場
と
し

て
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
町
民
生

活
係
　

☎
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
石
橋
・
松
田

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
１

月
８
日
か
ら
「
放
課
後
子
ど
も
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち

の
安
全
、
安
心
な
活
動
拠
点
（
居

場
所
）
を
確
保
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
・
交
流
・
学
習
活
動
の
機
会

を
提
供
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
社
会
の
中
で
心
豊
か
で
健
や
か

に
育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
も
の
で
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は
、
安

全
管
理
員
や
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
常
駐
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
確
保
し
、
そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
予
習

・
復
習
・
自
由
学
習
な
ど
学
び
の

時
間
の
ほ
か
、
五
目
並
べ
や
百
人

一
首
な
ど
の
ゲ
ー
ム
や
体
験
交
流

を
行
い
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
午
後

２
時
か
ら
午
後
５
時
45
分
ま
で
（
長

期
休
暇
中
は
、
午
前
９
時
45
分
か

ら
午
後
２
時
40
分
ま
で
）
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
ニ

セ
コ
町
公
民
館
で
、
町
内
の
小
学

生
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

実
施
日
、
参
加
の
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
町
民
学

習
係
　

☎
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
阿
部
・
中
村

か
ら
施
設
の
整
備
計
画
を
進
め
、

こ
の
た
び
「
曽
我
活
性
化
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
地
域
活
性
化

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は

も
と
よ
り
、
農
業
者
の
技
術
向
上

北
栄
・
東
山
・
滝
台
・
西
山
地

区
の
集
落
再
編
に
伴
い
、
地
域
の

み
な
さ
ん
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
新
た
な
拠
点
施
設
の
建
設
が

要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
町
で
は

「
道
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
」
の
一
環
と
し
て
平
成
15
年
度

お知らせ／INFORMATION／

曽
我
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
ま
し
た

放課後子ども教室が
始まりました

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
新
た
な
拠
点
施
設
に

～小学生を対象に放課後活動をサポート～

１月８日に開催した「放課後子ども教室」より、百人一首
の様子

曽我活性化センター
構　　造：鉄骨造　平屋建
延床面積：426.56㎡
施設間取：多目的ホール 77.0畳

研修室1・2 各19.1畳
加工体験室 31.2畳

２月号 ５

多目的ホール
研修室

曽我活性化センター　平面図

加工体験室



お
知
ら
せ ン

タ
ー
は
、
留
寿
都
村
の
ル
ス
ツ

リ
ゾ
ー
ト
に
置
か
れ
、
現
在
急
ピ

ッ
チ
で
建
設
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

４
０
０
０
人
を
超
え
る
と
も
い

わ
れ
る
国
内
外
か
ら
の
報
道
関
係

者
は
、
こ
の
施
設
を
利
用
す
る
と

と
も
に
、
留
寿
都
村
や
ニ
セ
コ
町

の
ホ
テ
ル
な
ど
に
宿
泊
し
ま
す
。

こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
町
内
で
は

現
在
、
ニ
セ
コ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
の
食
材

を
使
っ
た
一
押
し
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
す
る
「
サ
ミ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
」

も
そ
の
一
つ
で
、
ニ
セ
コ
町
内
で

は
東
山
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
、
ホ
テ

ル
甘
露
の
森
で
既
に
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
町
で
は
、「
ニ

セ
コ
町
サ
ミ
ッ
ト
対
策
会
議
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は

今
後
、
関
係
す
る
諸
団
体
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
、
安

全
対
策
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
を
機
に
、
町
で
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
地
域

一
体
と
な
っ
て
、
全
世
界
へ
ニ
セ

コ
の
魅
力
を
発
信
す
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
／
企
画
課
経
営
企
画
係

☎
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
加
藤
・
山
本

「
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ

Ｍ
Ｃ
）」と
い
う
言
葉
は
も
う
ご
存

じ
で
す
か
。
今
年
７
月
に
開
催
さ

れ
る
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に

は
、
主
要
８
カ
国
（
※
）
の
首
脳

が
集
い
、
国
際
社
会
の
重
要
課
題

が
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日

本
国
内
を
は
じ
め
海
外
か
ら
多
く

の
報
道
関
係
者
が
訪
れ
ま
す
。
サ

ミ
ッ
ト
で
の
話
し
合
い
の
様
子
や

成
果
な
ど
を
世
界
に
発
信
す
る
報

道
基
地
が
「
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
Ｉ
Ｍ
Ｃ
）」
で
す
。
こ
の
セ

お知らせ／INFORMATION／

サミットに訪れる報道
陣へニセコをＰＲ
～「サミットメニュー」始まりました～

サミットメニュー
上　　ディナーバイキング（東山プリンスホテル）
左上　サミットニョッキとまと味（ホテル甘露の森）

広報ニセコ６

補正予算編

11月から１月までに追加された予算のうち
主なものをお知らせします

もっと
知りたい
ことしの仕事

Ⅲ　健康・福祉・防災

３　保健、健康づくり、安全対策

福祉医療に対する給付事業 413万円

町では、重度心身障がい者やひとり親家庭、就学
前の乳幼児への医療費の一部を助成しています。今
年度は医療費が当初の見込みを上回っているため、
不足分を増額補正します。

主な経費
重度心身障害者母子家庭等医療費扶助 285万円
乳幼児医療費扶助 128万円

（※）主要８カ国とは

日本、アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、

イタリア、カナダ、ロシアの８カ国



２月号 ７

ま
ち
の
話
題

このたび、ニセコ町功労者表彰が行われ、これまで

まちづくりに大きな功績を残した8人のみなさんが表

彰されました。

7日の新年交礼会で行われた授与式では、20年にわ

たって町議会議員を務めた檜榮寒さんに特別功労者表

彰が贈られたほか、長年町議会議員や消防団長、社会

教育委員などを務め、町の産業振興や安心安全な環境

づくり、社会教育の発展などに力を尽くしてこられた

みなさんにも功労者表彰や感謝状が贈られました。

表彰を受けたみなさんは「これからも一町民として

町のために力を注ぎたい」と話してくれました。

受賞されたみなさん、これからもまちづくりへのご

協力をお願いします。

長年の功績をたたえ
平成19年度ニセコ町特別功労者等表彰

小学1年生対象のスキー教室が、

今年も3日間にわたり開催されまし

た。この教室は、スキーの楽しさを

子どもたちに知ってもらおうと毎年

冬休みの間に行われています。

開催した3日間はとても冷え込み、

大粒の雪が降る厳しいコンディショ

ンでしたが、子どもたちは顔に当た

る雪や寒さなどお構いなしにスキー

を楽しんでいました。

今年参加した1年生の中には、今

回初めてスキーに挑戦する子もいま

したが、最終日には参加した全員が、

ゲレンデの上から転ばずに滑り降り

るまでに上達していました。

このたび、全国中学生人権作文コン
テストで中村美貴さんが札幌地方大会
奨励賞を受賞、佐竹紅美さんが倶知安
地区大会入選を果たしました。
2人は、授業の中で「赤ちゃんポス

ト」について学んだことをきっかけに、
命の大切さや家族のきずなについて考
え、その思いを作文に込めました。

スキーってとっても楽しいね！
小学1年生スキー教室開催

作文で伝える
命・家族・人権への思い

最終日には滑れるようになったみなさんですが、初日
はスキーを履くにも悪戦苦闘する子もいました

お友達の目の前をさっそうと滑り降りる小原海結ちゃん

受賞した中村さん（左）と佐竹さん（右）。彼女たちの
素直で優しい気持ちがこのたびの受賞につながりました

7日に表彰された（前列左から）浦野さん、檜さん、山上さん、安孫子さん、
（後列左から）佐々木さん、渡部さん。みなさんの高い見識と豊富な経験は、
今後のまちづくりにとても大切なものです

授与式に欠席された松原さ
ん（左）と高橋さん（右）
には、8日に佐藤町長から賞
状が手渡されました

まだ靴の裏に
雪ついてる？

今回表彰されたみなさん

特別功労者 檜　　榮寒さん（前町議会議員）
功労者 山上　　廣さん（前町議会議員）

松原　英雄さん（前町議会議員）
浦野　朝吉さん（前町議会議員）
安孫子誠司さん（前消防団長）

感謝状贈呈 高橋　富雄さん（前町議会議員）
渡部　誠二さん（前町議会議員）
佐々木俊丸さん（前社会教育委員）

今回表彰されたみなさん

特別功労者 檜　　榮寒さん（前町議会議員）
功労者 山上　　廣さん（前町議会議員）

松原　英雄さん（前町議会議員）
浦野　朝吉さん（前町議会議員）
安孫子誠司さん（前消防団長）

感謝状贈呈 高橋　富雄さん（前町議会議員）
渡部　誠二さん（前町議会議員）
佐々木俊丸さん（前社会教育委員）

今回表彰されたみなさん

特別功労者 檜　　榮寒さん（前町議会議員）
功労者 山上　　廣さん（前町議会議員）

松原　英雄さん（前町議会議員）
浦野　朝吉さん（前町議会議員）
安孫子誠司さん（前消防団長）

感謝状贈呈 高橋　富雄さん（前町議会議員）
渡部　誠二さん（前町議会議員）
佐々木俊丸さん（前社会教育委員）

今回表彰されたみなさん

特別功労者 檜　　榮寒さん（前町議会議員）
功労者 山上　　廣さん（前町議会議員）
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雪崩事故の防止について考える雪

崩ミーティングが、このほどニセコ

モイワスキー場で開催されました。

今回で第14回目を数えるこの雪

崩ミーティングは、悲惨な雪崩事故

による犠牲者を出さないために、ニ

セコ雪崩調査所所長の新谷暁生さん

が呼びかけをして毎年開催されてい

ます。

ミーティングでは、新谷さんがこ

れまでの雪崩防止に対する取り組み

の経過や、スキー場のコース外を滑

るときのルール「ニセコローカルル

ール」の内容を改めて説明しました。

また、各スキー場を巡回しているス

キーパトロール隊のみなさんが、現

在のコース外の状況などを報告した

ほか、今後の方針などについて意見

交換を行いました。

雪崩事故ゼロを目指して
雪崩ミーティング開催

ま
ち
の
話
題

初冬を迎えた有島記念館で第8回
有島童話祭が開催されました。
津軽三味線やバグパイプの演奏、

童話の朗読などの後、コーヒーとケ
ーキが振る舞われ、ビンゴゲームで
盛り上がりました。参加したみなさ
んは、珍しい楽器の音色や表現豊か
な朗読に耳を澄まし、冬のひととき
を楽しんでいました。

音楽と朗読で楽しむ
冬のひととき

町民のみなさんが講師を務め、地域

の伝統文化や芸能を伝えるふるさと講

座「百人一首カルタ会」が公民館で開

催されました。今回の講座には、小学

生から大人まで35人のみなさんが参

加し、読み手を務めた関谷弘さん（字

本通）の歌に耳を澄ませて、目の前に

並ぶ札を取り合う真剣勝負を繰り広げ

ました。

また今回は、今年から始まった放課

後子ども教室の子どもたちも初めて参

加しました。初めて木の札を手にした

子どもたちは、「何て書いてるの？」

と話しながらも、字が読めるようにな

るにつれて百人一首の楽しさを感じて

いました。

世代を超えて伝える
百人一首の魅力

このたび、鹿児島県薩摩
さつ ま

川内
せんだい

市の

小中学生30人がニセコ町を訪れ、町

内の小中学生と交流しました。薩摩

川内市には、有島武郎の弟で作家の

里
さと

見
み とん

の記念館があり、平成15年に

有島記念館との姉妹館提携が結ばれ

たことが縁で、平成17年度からこの

交流事業が始まりました。

今回は、お互いに北海道弁と九州

弓享

南国から来た友達とクイズやそり滑り
を楽しみました

…………1月8日………12月16日

……12月22日

…12月25日～26日
弁のクイズを出し合いました。九州

の子供たちからは、「じょっぴんかる」

など聞いたことのない言葉の連続に、

笑いやどよめきが起きていました。

全員で輪になって薩摩川内市の郷土

芸能「はんや踊り」を踊った後、外

に出て、除雪を体験したり、そり滑

りを楽しんだりしました。

南国から来た子どもたちは、初め

て経験する雪の感触に歓声を上げて

いました。

童話祭の後半には、ギター伴奏にあわせて会場全員
でクリスマスソングを合唱しました

1枚ずつ読み方を確認
する安藤駿くん（左）
と佐竹虎太郎くん

経験と若さの対決となった吉村達三さん（左）と田中
森生くん（右）の対戦

次々と繰り出される北海道弁に九州の子どもたちから
は珍回答が続出しましたが、見事正解を当てた子ども
には大きな拍手が送られました

晴れ上がった冬の青空のもと、防寒着に身を包んだ
子どもたちは、歓声を上げながらそり滑りを楽しみ
ました

班ごとの車座になって行った九州弁クイズ。あちこ
ちに笑顔の輪が広がりました

会場のモイワスキー場レストハウスには200人が集
まり、雪崩について学びました

おっ！ここにあった

この言葉の意味、
わかる人いますか？

「
今
ひ
と
た
び
の
〜
」は

こ
れ
だ
っ
た
よ
ね
？
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企画課広報広聴係まで
☎44-2121 44-3500
e-mail koho@town.niseko.hokkaido.jp

ニセコ高等学校では、授業の一環

として、町木に指定されている白樺

を活用し人形を制作しています。そ

の白樺を活用して新たな制作品がで

きないか検討し、現在、白樺コース

ターとキーホルダーの制作を進めて

います。

白樺コースターは、農業高校が集

まり札幌で行われた食彩フェアやニ

セコ町内のホテルなどでお客様との

実演を実施しています。また、キー

ホルダーはイラストの考案や実演を

繰り返し試作品が完成するなど、販

白樺コースター完成品

白樺キーホルダー白樺コースターの制作

売に向けて進めています。

これからも私たち高校生のできる

ことから、微力ながらニセコ町のア

ピールに貢献していきたいと思いま

すので、町民のみなさんのご助言や

ご協力をお願いします。

新たな活動に向けて
ニセコ高等学校農業クラブ会長　葛西　拓也

our
voice

.........................................................................................................................................

私

の

意

見

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
や
、
お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

町
民
み
なさん
の

参
加
ペ
ー
ジ
で
す

お
便
りを
お
待
ちして
ます

ニセコ高校 コーナー農業
クラブ

FAX

第
１
０
６
回
ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座

「
開
発
に
よ
る
発
展
と
将
来
に
向
け
て
守
る
べ
き
も
の
」

■
日
時
／
２
月
５
日
㈫

午
後
６
時
30
分
か
ら

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー
　
一
般
研
修
室

■
講
師
／
斉
藤
　
浩
二
氏

（
北
海
道
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■
問
合
せ
／
企
画
課
経
営
企
画
係
（
加
藤
・
山
本
）

第
１
０
７
回
ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座

「
合
併
問
題
講
演
会

〜
私
た
ち
の
ま
ち
の
将
来
像
を
今
考
え
よ
う
〜
」

■
日
時
／
２
月
25
日
㈪

午
後
２
時
か
ら

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

■
講
師
／
小
西
　
砂
千
夫
氏
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）

■
問
合
せ
／
企
画
課
経
営
企
画
係
（
加
藤
・
山
本
）

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

今
月
は
、
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
議
論
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座
は
、
平
成
８
年
度
に
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
町
が
ま

ち
づ
く
り
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
、
既
に
開
催
回
数
が
１
０
５
回
を
数
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座
は
、
事
業
説
明
会
の
よ
う
に

単
に
制
度
や
計
画
な
ど
を
説
明
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
身
近
で
起
き
て
い
る
こ
と
や
町
が

抱
え
る
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
月
開
催
す
る
講
座
は
「
開
発
と
景
観
」「
町
村
合
併
」

と
、
い
ず
れ
も
町
の
将
来
に
か
か
わ
る
大
き
な
問
題
を

取
り
上
げ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座
に
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
託
児
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
人
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
開
催
予
定
の
ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座

２月号 ９
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今年は、北海道洞爺湖サミットが開催されます。

今回のサミットのテーマは環境問題なので、どんなことが話

し合われるのか、とても興味があります。７月の開催に向けて、

これからどんどん盛り上っていくことと思われますが、最近は

テレビなどでも地球温暖化の問題をよく取り上げられるように

なり、耳にする機会が増えたと思います。

今のままでは、今後100年で最大5.8度の気温上昇が予測さ

れ、50年前に比べ約10倍以上の上昇率ということです。地球

温暖化を防ぐためには、私たちが気をつけていくしかないので

す。私も小さなことですが、電気をこまめに消したり、使わな

いコンセントを抜いたり、車のアイドリングは極力しないよう

にし、買物はエコバッグを使うなど心掛けています。

この機会に、多くの人が環境を意識して、温暖化防止に取り

組んでいけるようになることを願っています。

移
り
ゆ
く
車
窓
の
景
色
冬
将
軍
皆
ん
な
負
け
じ
と
寒
さ
こ
ら
へ
り

林
　
　
ミ
ヨ

久
に
来
て
都
通
り
は
客
疎あ

ら
く
老
舗
そ
ば
屋
の
手
練

て

だ

れ
懐
し

千
葉
　
繁
男

積つ

ん
読ど

く

を
読
ん
で
も
な
い
の
に
図
書
館
へ
面
白
そ
う
と
五
冊
も
借
り
る

山
崎
　
英
文

ス
ト
ー
ブ
の
ゆ
ら
ぐ
炎
に
癒
さ
れ
り

斉
藤
う
め
子

吹
雪
あ
と
パ
ノ
ラ
マ
明
け
に
獣
道

千
葉
　
繁
男

尻
別
の
川
面
静
か
に
山
眠
る

中
村
　
清
美

サミットを機に
地球温暖化防止を
岡崎　美紀子

環
境
に
や
さ
し
い
活
動
が
し
た
い
！

山崎奈緒子さんの作品（ガラス工芸）

●グリーンアースでは仲間を募集しています。
この会の活動に関心のある人は、
宮田文子さん（☎44-2022）までご連絡ください

広報ニセコ10
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our
voice

.........................................................................................................................................
私

の

意

見
【
拡
大
版
】

町
で
は
、
平
成
16
年
度
に
制
定
し
た
景
観
条
例
に
よ
り
、
一

定
規
模
以
上
の
建
物
を
建
て
る
事
業
者
は
町
や
建
設
予
定
地
の

近
隣
住
民
の
み
な
さ
ん
と
協
議
す
る
よ
う
に
定
め
、
無
秩
序
な

開
発
を
規
制
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
に
加
え
て
、
町
で
は
、

乱
開
発
や
、
こ
れ
に
伴
う
地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
平
成
20
年
度
い
っ
ぱ
い
を
目
標

に
、
準
都
市
計
画
導
入
の
た
め
の
作
業
を
進
め
、
建
物
の
高
さ

や
建
ぺ
い
率
・
容
積
率
な
ど
を
厳
し
く
規
制
し
て
い
く
予
定
で

す
。
併
せ
て
、
国
の
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
地
区
の
導
入
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
18
年
３
月
に
閉
校
し
た
宮
田
小
学
校
は
、
国
か
ら
の
補

助
金
と
起
債
（
借
金
）
に
よ
り
建
設
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
ま

ま
活
用
す
る
こ
と
な
く
取
り
壊
し
た
場
合
、
補
助
金
や
借
り
た

お
金
を
一
度
に
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

取
り
壊
さ
な
く
て
も
施
設
の
管
理
費
は
毎
年
か
か
り
ま
す
。

町
で
は
、
校
舎
の
有
効
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
地
域
の
み
な

さ
ん
と
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
な
ど
か
ら
地
域
で
の
利
用
を
断
念
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
無
償
で
校
舎
を
貸
す
代
わ
り
に
維
持
管
理
を
自
前
で
行

う
こ
と
や
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
活
用
を
す
る
と
い
う
条
件
で
、

校
舎
の
利
用
者
を
広
く
全
国
か
ら
公
募
し
、
地
ビ
ー
ル
製
造
な

ど
を
行
っ
て
い
る
町
内
の
有
限
会
社
グ
リ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

無
償
貸
与
す
る
こ
と
を
内
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
町
議
会
の
議
決
と
国
の
「
地
域
再
生
計
画
」
の
認

定
を
経
て
、
平
成
20
年
３
月
ご
ろ
に
正
式
決
定
す
る
予
定
で
す
。

決
定
後
は
、
旧
宮
田
小
学
校
に
て
、
地
ビ
ー
ル
の
生
産
や
農
産

加
工
品
の
開
発
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

合
併
し
た
町
村
に
は
財
政
面
の
優
遇
措
置
な
ど
の
特
典
が
あ

る
、
新
合
併
特
例
法
の
期
限
が
平
成
22
年
３
月
に
迫
っ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
平
成
16
年
度
、
山
ろ
く
５
町
村
で
合
併
協
議
会

を
設
立
し
協
議
し
た
結
果
、
当
面
の
間
は
合
併
し
な
い
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
立
し
た
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を

し
て
い
く
た
め
、
財
政
危
機
突
破
計
画
に
基
づ
き
徹
底
し
た
事

務
の
見
直
し
と
歳
出
削
減
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
19
年
４
月

か
ら
は
、
後
志
地
域
16
町
村
が
連
携
し
て
「
後
志
広
域
連
合
」

を
発
足
さ
せ
、
町
村
の
枠
を
越
え
て
共
同
で
仕
事
を
行
い
、
事

務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
合
併
し
な
い
人
口
規
模
の
小
さ
な
市
町
村
に
つ
い

て
は
、
そ
の
あ
り
方
そ
の
も
の
の
検
討
が
国
に
お
い
て
始
ま
っ

て
い
る
中
、
現
在
、
喜
茂
別
町
・
留
寿
都
村
・
真
狩
村
が
合
併

に
向
け
た
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
合
併
問
題
に
つ
い
て
は

今
後
も
ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座
な
ど
で
情
報
提
供
や
検
討
を
続

け
て
い
く
予
定
で
す
。

『
私
の
意
見
』
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ま
ず
、
今
回
特
に
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
分
野
に
つ
い

て
、
町
の
取
り
組
み
状
況
や
方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
の
主
な
内

容
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
す
。

倶
知
安
町
ひ
ら
ふ
地
区
で
は
、
近
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
急
増
し
て
お
り
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

が
相
次
い
で
建
設
さ
れ
る
な
ど
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
え
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ニ
セ
コ
町
で
も
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
土

地
取
引
が
、
平
成
18
年
度
は
合
計
65
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ
た
も
の

が
、
19
年
度
は
既
に
１
９
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
平
成
20
年
１
月
15

日
現
在
）
に
達
し
て
お
り
、
ア
ン
ヌ
プ
リ
地
区
や
東
山
地
区
な

ど
で
は
新
た
に
大
規
模
な
開
発
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
開
発
は
、
地
域
の
産
業
の
発
展
や
雇
用
の
確
保
に
つ

な
が
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
周
囲
の
環
境
に
そ

ぐ
わ
な
い
よ
う
な
建
物
が
建
て
ら
れ
ニ
セ
コ
ら
し
い
自
然
景
観

が
損
な
わ
れ
る
と
、
町
に
と
っ
て
は
大
き
な
損
失
で
す
。

開
発
と
景
観
保
全
に
つ
い
て

旧
宮
田
小
学
校
の
利
用
に
つ
い
て

町
村
合
併
に
つ
い
て

今
月
は
「
私
の
意
見
」
拡
大
版
と
し
て
、
昨
年
行
わ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

で
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
と
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
回
答
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

２月号 11
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まちづくり懇談会に寄せられた
主な意見・要望の内容（一部抜粋）

■開催期間／平成19年11月9日～12月5日
■開催回数／11回（町内各地域で開催）
■参加者数／130人
■寄せられた意見・要望の数／202件

●農業が厳しい。これから外国から農産物が輸入されるともっと厳しくなる。ニセコは観光と農業の町といわれて

いるが、どうやって魅力を増していくか。

[回答]農業あっての観光ですが、近年は農産物の価格が下がっていて、逆に燃料や資材は上がっています。今後の農

業を安定させるため、国には農業政策の改善について訴えています。また町でも、観光と農業を組み合わせて

ニセコの農産物を流通させていくための方法を検討しています。

●ビニールハウスなどの廃棄プラスチックの回収について、農協の組合員には連絡が来るが、そうでないといつ回

収するのか分からない。

[回答]農協では組合員のみに周知しているので、町では農業組合長あてに事前に日程をお知らせし、農事組合内に周知し

ていただくこととします。なお、回収は毎年7月と10月で、農協の低温倉庫に各個人が持ち込み、苫小牧の処理場

で処理されます。処理料は組合員であるなしにかかわらず、平成19年度は1kg24円と消費税です。

●小中学校2学期制とはどのようなものか。

[回答]2学期制とは、1年間を従来の3つの学期から、4月から9月までと10月から3月までの2つの学期とするもの

です。道内では多くの高校が2学期制を導入しています。2学期制になると、定期テストの回数が減る分授業

時間を確保することができますし、学期が長くなるため長期にわたって充実した指導ができます。小中学校で

も倶知安町などでは既に導入されて成果を上げています。ニセコ町でも導入に向け現在検討を進めています。

●来年の町民大運動会はどのように開催するのか。

[回答]住民のみなさんが幅広く参加できるような種目に改正したいと考えています。体育指導員のみなさんが種目を

検討しているので、今後原案を提示して検討していきます。

●来年、小学校入学児童が増えると聞いているが、学童保育所は今の場所で問題はないのか。旧幼稚園は使えない

のか。

[回答]旧幼稚園を学童保育で使えるようにするには改修に多額の費用がかかり、建物も大きいので維持管理経費が増

加します。そうすると保護者の経済的負担も増えるので、現状で運営しながら、今後の利用者の推移を見てい

こうと考えています。

●電柱に外灯をつけたいときは、町で設置してくれるのか。

[回答]防犯上または交通安全上で必要な外灯は町で設置しています。そのほかに設置したいという場合は、設置にか

かる費用の半分まで補助できますので、早めに相談してください。

●国道にまいている凍結防止剤は、除雪のとき雪と一緒に畑に入ってしまうので、農地のあるところにまかないよ

うにできないか。

[回答]北海道開発局では、急カーブや急勾配箇所に、路面状況に応じて塩化カルシウムと塩化ナトリウムをまいてい

ますが、現在はその使用を極力減らしているとのことです。なお、町の凍結防止剤は無塩のものに砂を混ぜて

使用しています。

●ふれあいシャトルバスは、11時台の便がなくなったため、町内に行ったときは9時から3時すぎまで町にいなけ

ればならない。時間を少しずらすことはできないか。

[回答]通学バスとしての利用もあるため現状としては困難です。路線を維持するためにも多少の不便はご理解ください。

●ふれあいシャトルバスは12月からダイヤ改正されたそうだが、何が変わったのか。

[回答]観光客などの利用を促進するため、登下校と関係のない土・日・祝日については、アンヌプリ線・曽我東山線

・元町近藤線についてＪＲの発着時間と合わせました。

●そよかぜ通信がなくなったら、お悔やみや災害のお知らせはどうするのか。

[回答]そよかぜ通信については、運営や機器の更新に多額の費用がかかり、継続することができません。そよかぜ通

信の廃止後は、お悔やみは新聞で引き続きご覧いただけますので、ご理解ください。災害については、役場の

公用車で職員がお知らせに回ります。防災無線については億単位の費用がかかるので設置できません。

●後志広域連合ではどのような仕事をしているのか。

[回答]平成19年4月にスタートした後志広域連合では、現在、税の滞納整理事務を共同で行っています。これは各町

村での滞納のうち、納税相談に応じていないものが広域連合に引き継がれています。そのうちニセコ町の分は

3件数十万円です。なお、平成20年度からは国民健康保険・介護保険についての事務も行う予定でしたが、コ

ンピュータの準備が間に合わないため、平成21年度からに延期されています。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

福
　
祉

教
　
　
　
育

産
　
業

道
　
路
　
・
　
交
　
通

情
　
　
報

合
併
・
広
域
行
政

分野 意見・要望、回答の内容

まちづくり懇談会のすべての内容を知りたい人は、企画課広報広聴係までお問い合せください
■まちづくり懇談会、公聴事業に関する問合せ／企画課広報広聴係　☎44-2121 担当＝山崎・重森・藤

広報ニセコ12
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おすすめ本紹介

だ よ り

講談社

あそぶっくらぶ
「クリスマスオーナメント作り」

No.59

長崎出版

荒俣宏アラマタ大事典

何でも面白がれるコツは好奇心。だから教科書とは
違う。この事典は、覚えるのではなく「なぜ？　どう
して？」と疑問がわき、「そーか！　そーなのか！」
とわかってビックリする事典を目指しています。

ＮＨＫ出版

徳川13代将軍家定
いえさだ

を支え、御台所
みだいどころ

として大奥を

統率し、夫の死後も皇女和宮
かずのみや

の降嫁、大政奉還な

ど激動の幕末を生きた天璋院篤姫
てんしょういんあつひめ

。その偉大な生

涯が描かれています。

新着本紹介

給食番長

篤姫の生涯

1年2組は、食べ物の好き嫌いが多く、いつも給
食を残します。あまりにもたくさん給食を残すの
で、給食のおばちゃんたちは怒って家出をしてし
まいます。
給食作りにかかわっている人がどんな思いで作

っているのか、給食に込められた愛が伝わる食育
絵本です。

よしながこうたく

インテリア大図鑑 ダイイング・アイ（東野圭吾） シナモンとちいさな木
日本語の逆襲 心に龍をちりばめて（白石一文） ドラえもんの体育おもしろ攻略
コンビニのしくみ クローバー（島本理生） おでっちょさん

実　　用　　書 読　　み　　物 児　童　書　・　絵　本

※新着本はこのほかにもたくさんあります。新着本のリストはあそぶっくにありますので、どうぞご利用ください

宮尾登美子
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あそぶっくらぶ①
「魔法のじゅうたん」

あそぶっくクリスマス会
ロジャー先生と一緒に

「きよしこの夜」を歌いました

あそぶっくらぶ②
魔法のじゅうたんの上で

子どもたちもお話に夢中です

〒048-1502
虻田郡ニセコ町字本通105番地
☎0136-43-2155 0136-43-2156
ホームページアドレス　http://www13.ocn.ne.jp/ asobook/~

●開館時間／午前10時～午後6時
●休館日／月曜日 祝日（月曜日と重なったときは、次の火曜日も）

第4金曜日（図書整理日のため） 年末年始

趣味の展示作品募集！
あそぶっくの館内には、みなさんが趣味で取り組ん

でいる作品を展示する場所があります。この展示スペ

ースには、今年度も20の団体や個人のご協力により

毎月たくさんの力作が並び、あそぶっくを利用してい

るみなさんからも大変好評です。

現在、あそぶっくでは4月から展示する作品を募集

しています。出品を希望する人は、あそぶっくにご連

絡ください。また、推薦したい人がいるという場合も

ぜひご紹介ください。

みなさんの素敵な作品をお待ちしています。

●申込期限／2月28日㈭

●展示期間／約2週間

FAX

イベント
●本の展示

「雪の小説」
今月は書名に「雪」が入っている小説を集めました。

本の展示コーナーには、話題の本や新着本を展示し
ます。ぜひご利用ください。

●趣味の展示
～2/7 写真（ニセコ写真同好会）

2/9 ～2/24 リース（打田洋子さん）

2/27～3/13 書（書友会）

ニセコ中学校「本のお楽しみ会」
北海道立図書館の市町村支援事業の一環として、

中学生向けの図書を約300冊借り受け、各学級に貸

し出します。当日は、あそぶっくからも本を貸し出

し、ブックトークや朗読をします。

●と　　き／2月8日㈮

●場　　所／ニセコ中学校

●参加対象／中学生

展　示

イベント

ニセコ町学習交流センター「あそぶっく」

窓の外の雪を眺め
ながら読んでみて
はいかがですか

昨年展示されたみなさんの
多彩な作品
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２月号 15

第
６
回
子
育
て
講
座
は
パ
ン
作

り
で
し
た
。

「
パ
ン
作
り
は
久
し
ぶ
り
」
と

い
う
お
母
さ
ん
の
参
加
が
多
く
、

忙
し
い
子
育
て
か
ら
ほ
ん
の
少
し

離
れ
て
、
久
々
の
パ
ン
作
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
大
好
き
な
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
の
せ
た
パ
ン
が
焼
き
上

が
る
と
、
焼
き
た
て
を
親
子
で
食

べ
ま
し
た
。
手
作
り
パ
ン
の
お
い

し
さ
は
格
別
で
、「
ま
た
作
っ
て
ね
」

と
お
母
さ
ん
に
リ
ク
エ
ス
ト
し
た

子
ど
も
も
い
ま
し
た
よ
。

今
年
度
２
回
目
の
幼
児
セ
ン
タ

ー
保
育
開
放
は
「
雪
で
遊
ぼ
う
」

で
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
た

ち
と
、
尻
す
べ
り
や
雪
だ
る
ま
作

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

い
つ
も
は
お
母
さ
ん
と
２
人
で

遊
ん
で
い
る
子
も
、
こ
の
日
は
セ

ン
タ
ー
の
友
達
と
一
緒
に
尻
す
べ

り
や
雪
だ
る
ま
作
り
を
し
ま
し
た
。

ど
の
子
も
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
、

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
よ
。

２
月
は
、
子
育
て
講
座
「
親
子

ビ
ク
ス
」
や
「
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
」
を
し
ま
す
。

子育て
講座
1月10日

4歳　ひつじ組

幼児センター情報

4歳は、第2の自我の発達の節目を迎える時期で
す。「できる・できない」、「上手・下手」という二
分化の中での自己評価で揺れ、自分中心に物事を
考え感情のまま行動していたのが、思いどおりに
できない自分に気づき葛藤していく悩み多き年ご
ろです。この時期の子どもには「できる」が良く
て「できない」が悪いのではなく、チャレンジす
る気持ちやその過程が大切なことに気づかせてい
きます。仲間と一緒に過ごす何気ない生活のひと
コマが、大事な意味を持っています。
センターでは、頑張っている姿や成長、変化な

どを仲間に認められたり支えられたりすることで
自分を確かめ、自信として定着し飛躍していくよ
うに、これからも援助していきます。
●問合せ／幼児センターきらっと

☎44‐2700 担当＝浦野・木村

子育てTopics

お母さんと一緒に尻すべりするよ

「寒さなんてへっちゃら。ニセコの冬は楽しいね」

お
い
し
い
パ
ン
が

焼
け
ま
し
た

センター
開放
1月23日

み
ん
な
で
雪
遊
び

た
の
し
い
な

講師の指導の下、楽しくパン作りをしました

このコーナーでは毎月子育てに関する
さまざまな活動や情報を紹介します

にこにこ



み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
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FAX

●このページに関する問合せ
子育て支援センター「おひさま」 担当：四

し

方
かた

または浦野
☎44-2739 44-2725
●子育て支援ホームページ
http://www.town.niseko.hokkaido.jp/kosodate/

第7回子育て講座は「親子ビクス」です。「親

子ビクス」とは、エアロビクスを親子で楽しめ

るように工夫したものです。童謡にあわせて体

を動かすことで、お子さんは楽しく、お母さん

はストレス解消やシェイプアップができます。

今回の講座は、今年度最後の子育て講座です。

みなさん、ぜひ参加してくださいね。

●日時／2月20日(水) 10時～11時30分

●場所／幼児センター　ホール

●対象／お母さんと手をつないで歩けるお子さ

ん(おおむね1歳半以上)とその保護者

●申込み・問い合わせ／2月15日（金）までに

申込みください

2月の子育て講座

「親子ビクス」

参加して
みませんか

今月の１枚

三浦　胡音
こ と

ちゃん（くま組）、佑南
ゆ な

ちゃん（りす組）親子

『ぬいぐるみ大好き。犬のぬいぐるみがほしいなあ』
（幼児センターのお迎えでのひとコマ）

2月の子育てカレンダー

あそぶっくスタッフのみなさんがセンターに来

て、読み聞かせをします。当日は、幼児センター

のお友達と一緒にお話を聞きます。

どんなお話をしてくれるかは、当日までお楽し

みに…。

●日時／2月28日(木) 10時～10時30分

●問合せ／上記の連絡先まで

（木）10時～10時30分
絵本の読み聞かせ（幼児センター）20（水）10時～11時30分子育て講座（おひさま） 20 28（水）10時～15時

乳幼児健診（町民センター）

絵本の読み聞かせ

ニセコの幼児・支援センターには、少しず

つですが外国から移住してきた子育て家庭が

増えています。今回、おひさまを利用してい

るマーティー・ジュリーさん（左）に、ニセ

コでの子育ての感想をお聞きしました。

Ｑニセコに移住した理由は何ですか？

「仕事の都合もありましたが、ニセコの山の

美しさ、雪の魅力に引かれてきました」

Ｑニセコで子育てを始めていかがですか？

「お兄ちゃんのカイはスキースクールに通っ

てスキーがとっても上手になりました。トッ

プクラスですよ(笑)」

Ｑ子育てで困ったことはありますか？

「食べ物の違いですね。でも今は、少しずつ

慣らしています」

2歳になるナベイちゃんと楽しく遊びなが

らインタビューに答えてくれたマーティーさ

ん。これからも、ニセコでの子育てを楽しん

でくださいね。
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町
で
は
、
灯
油
の
値
上
が
り

に
よ
る
生
活
費
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
今
年
度
に
限
り
灯

油
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

左
の
受
給
要
件
に
当
て
は
ま

る
人
は
、
印
鑑
と
通
帳
、
年
金

な
ど
の
受
給
状
況
が
わ
か
る
書

類
を
持
っ
て
、
申
込
期
限
ま
で

に
保
健
福
祉
課
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
世
帯
／
65
歳
以
上

の
単
身
世
帯
、
ま
た
は
世
帯

員
全
員
が
65
歳
以
上
の
世
帯

■
受
給
要
件
／
次
の
条
件
を
全

て
満
た
す
こ
と

・
平
成
19
年
度
の
町
民
税
が
非

課
税
の
世
帯

お
知
ら
せ

く

ら

し

の

情

報

・
平
成
18
年
１
月
か
ら
12
月
の

収
入
額
が
１
２
０
万
円
以
内

の
世
帯

・
平
成
20
年
１
月
１
日
か
ら
引

き
続
き
ニ
セ
コ
町
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
世
帯

・
申
込
期
限
ま
で
に
申
請
を
し

た
世
帯

※
た
だ
し
、
既
に
福
祉
灯
油
の

助
成
を
受
け
て
い
る
世
帯
や

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世

帯
、
ま
た
、
福
祉
施
設
の
入

所
者
や
病
院
に
長
期
入
院
し

て
い
る
場
合
は
助
成
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん

■
申
込
期
限
／
２
月
15
日
㈮

■
助
成
額
／
１
世
帯
１
万
円

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
福
祉

係
　
　
　

☎
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
松
澤
・
横
山

現
在
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
感

染
者
は
、
全
国
で
２
２
０
万
人

か
ら
３
４
０
万
人
い
る
と
推
定

さ
れ
、
道
内
で
も
10
万
人
以
上

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
は
、

病
気
が
進
行
し
て
、
肝
硬
変
や

肝
臓
が
ん
な
ど
の
重
い
病
気
が

発
症
す
る
ま
で
、
感
染
に
気
が

つ
か
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り

ま
す
。

道
立
保
健
所
で
は
、
こ
の
よ

う
な
感
染
者
を
早
期
発
見
し
、

早
期
の
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、

感
染
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
人

を
対
象
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

抗
体
検
査
（
血
液
検
査
）
を
無

料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
は
予
約
制
で
す
の
で
、

ら
せ
し
ま
す

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
北
海
道

後
志
保
健
福
祉
事
務
所

☎
23
‐
１
９
５
１

し
尿
処
理
手
数
料
（
く
み
取

り
料
金
）
は
、
４
月
１
日
か
ら

１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
、
税
込
み

７
・
１
円
か
ら
７
・
５
円
に
改

定
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
最
低

く
み
取
り
量
（
３
６
０
リ
ッ
ト

ル
）
の
場
合
の
手
数
料
は
、
１

４
４
円
増
額
と
な
り
、
２
７
０

０
円
に
な
り
ま
す
。

し
尿
処
理
に
つ
い
て
不
明
な

点
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
羊
蹄
衛
生
セ
ン
タ

ー
　
　
　
☎
22
‐
０
２
１
１

希
望
す
る
人
は
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
検
査
対
象
者
／

・
輸
血
や
臓
器
移
植
、
フ
ィ
ブ

リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
、
輸
入
非
加

熱
血
液
製
剤
の
投
与
を
受
け

た
人

・
薬
物
を
乱
用
し
て
い
た
人

・
入
れ
墨
や
ボ
デ
ィ
ピ
ア
ス
を

し
た
こ
と
が
あ
る
人

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
と
性

的
接
触
の
あ
っ
た
人

・
過
去
に
共
用
の
注
射
針
で
集

団
予
防
接
種
を
受
け
た
人

・
そ
の
ほ
か
感
染
の
可
能
性
が

疑
わ
れ
る
人

■
検
査
実
施
場
所
／
北
海
道
後

志
保
健
福
祉
事
務
所

倶
知
安
町
北
１
条
東
２
丁
目

■
検
査
実
施
日
／
申
し
込
み
時

に
受
診
可
能
な
日
時
を
お
知

２月号 17

対
象
者
は
早
め
に
申
請
を

灯
油
購
入
費
用
の
助
成

肝
炎
に
関
す
る
相
談
も
受
け
ま
す

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
抗
体
検
査
実
施

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

し
尿
処
理
手
数
料
の
改
定
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治
や
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

１
０
７
回
目
と
な
る
今
回
の

町
民
講
座
で
は
、
合
併
問
題
や

市
町
村
を
と
り
ま
く
最
新
の
情

勢
を
知
り
、
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
私
た
ち
の
町
の
将
来
像
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

町
民
講
座
は
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
託
児
所
を
用

意
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
、
２
月
21
日
㈭
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
25
日
㈪
　
午
後

２
時
〜

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
講
演
「
市
町
村
合
併

問
題
の
今
を
考
え
る
」

対
談
「
ニ
セ
コ
町
を
は
じ
め

と
し
た
小
さ
な
自
治
体
の
方

向
性
」

■
講
師
／
関
西
学
院
大
学
　
小

西
砂
千
夫
教
授

町
で
は
、
景
観
に
つ
い
て
考

え
る
町
民
講
座
を
２
月
５
日
㈫

に
開
催
し
ま
す
。
こ
ち
ら
の
町

民
講
座
に
も
、
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
企
画
課
経
営
企
画

係
　
　
　
☎
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
山
本
・
斉
藤

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
町
の
課
題
や
将
来
の

姿
を
考
え
る
、
ま
ち
づ
く
り
町

民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

近
年
、
全
国
で
は
地
域
の
実

情
に
あ
わ
せ
た
市
町
村
合
併
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ニ
セ
コ
町
は
、
平
成
16
年
に

「
当
面
合
併
し
な
い
」と
い
う
方

向
性
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、

市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

刻
々
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
町
民
は
、
こ
れ
か
ら
の
自

交通事故

盗難事件

ま ち の 事 件 簿
ニセコ町防犯協会

倶知安警察署　☎22‐0110

盗難事件

12月中は事件の届出がありませんで

した。

ハンドルを取られて衝突

12月1日にニセコ大橋の上で、シャー

ベット状の雪にハンドルを取られた車

が、道路わきの雪壁に衝突する事故が発

生しました。

スリップによる衝突事故

12月31日に町道で、圧雪路面でスリ

ップした車が、雪壁に衝突する単独事故

が発生しました。

広報ニセコ18

裁定請求書が手元に届いたら？

…………………………年金だより…………………………

60歳からの厚生年金や、65歳から国民年金を受

け取れる人には、誕生日の3カ月前に年金番号や生

年月日、年金の加入記録などが記載された「裁定請

求書」が、社会保険業務センターから送られます。

裁定請求書が3カ月も前に送られる理由は、これ

までの年金記録の確認と、誤りがあった時に年金記

録の修正を行うためです。

届いた裁定請求書に加入していたはずの記録が記

載されていない時や加入期間の受給要件を満たして

いるのに裁定請求書が届かないときは、すぐに社会

保険事務所または町民生活課にご相談ください。

裁定請求書が届いた人は、裁定請求書のほかに、

印鑑、年金手帳、本人名義の金融機関の通帳、戸籍

謄本、住民票などを持って社会保険事務所、または

町民生活課窓口で手続きをしてください。なお、役

場で受給手続きができるのは、誕生日の前日以降で

すのでご注意ください。

■問合せ／町民生活課住民係

☎44‐2121 担当＝亀山・佐藤

■住宅に関する問合せ／
建設課住宅管理係　☎44-2121

担当＝大久保・三橋

空き室がありません
情報　　 平成20年1月20日現在

町営
住宅に

2月は公募する住宅がありません

町
の
将
来
を
考
え
よ
う

ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座
開
催

２
月
５
日
の
町
民
講
座
も

ご
参
加
く
だ
さ
い

昨年開催した町民講座の様子
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平
成
19
年
分
の
確
定
申
告
の

受
付
が
左
表
の
と
お
り
始
ま
り

ま
す
。
申
告
書
の
用
紙
は
税
務

署
の
ほ
か
、
役
場
税
務
課
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
は
ご
自
分
で
記

載
し
、
税
務
署
の
窓
口
や
役
場

税
務
課
の
窓
口
に
で
き
る
だ
け

早
く
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
や
相
談
を
す
る

と
き
は
、
印
鑑
、
源
泉
徴
収
票
、

各
控
除
証
明
書
を
持
参
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

期
限
間
近
に
な
る
と
窓
口
が

混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

土
・
日
曜
日
と
祝
日
は
、
税

務
署
、
役
場
と
も
閉
庁
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
税
務
署
の
時

間
外
文
書
収
受
箱
（
倶
知
安
税

務
署
の
正
面
玄
関
右
側
に
あ
り

ま
す
）
を
使
っ
て
、
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
役
場
税
務
課
で
は
、

還
付
申
告
の
受
け
付
け
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
還
付
申
告
を
す

る
人
は
、
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

倶
知
安
税
務
署
で
は
、
確
定

申
告
の
受
付
期
間
中
に
申
告
相

談
を
行
い
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
や
、
土
地
や
建
物
な

ど
の
不
動
産
を
売
っ
た
人
な
ど

は
、
こ
の
機
会
に
申
告
や
納
税

に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
な
ど

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

還
付
金
は
、
金
額
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
、
金
融
機
関
の
預

貯
金
口
座
に
振
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
に
関
す
る
申
込
み

・
問
合
せ
／
倶
知
安
税
務
署

☎
22
‐
１
１
９
２

税
務
署
で
は
、
例
年
こ
の
時

期
、
事
業
所
か
ら
納
税
証
明
書

の
交
付
申
請
が
と
て
も
多
く
な

り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
所
得

税
の
確
定
申
告
時
期
と
重
な
っ

て
い
る
た
め
、
税
務
署
の
窓
口

は
大
変
込
み
合
い
、
納
税
証
明

書
を
当
日
交
付
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

納
税
証
明
書
の
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
次
の
点
に
注
意
を

し
て
、
早
め
に
交
付
申
請
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
（
代
理
人
が
請
求
す
る

と
き
は
、
代
理
人
の
印
鑑
が

必
要
で
す
）

●
証
明
手
数
料
と
し
て
、
１
年

分
１
枚
に
つ
き
４
０
０
円
の

収
入
印
紙
が
必
要
で
す

●
窓
口
に
来
る
人
の
身
分
を
確

認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
が
必
要
で
す

●
代
理
人
が
請
求
す
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す

●
郵
送
で
請
求
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
（
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
問
合
せ
／
倶
知
安
税
務
署

☎
22
‐
１
１
９
２

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
、
日
中
で
も
水
道
管

が
凍
結
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
は
、
凍
結
す
る
と
水
が

出
な
い
だ
け
で
な
く
、
管
自
体

が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

凍
結
防
止
の
た
め
、
水
道
を

使
わ
な
い
と
き
は
水
落
と
し
を

し
ま
し
ょ
う
。

■
凍
結
し
た
場
合
／
解
氷
で
き

な
い
と
き
は
、
町
指
定
工
事

店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
／
上
下
水
道
課
維
持

係
　
　
　
☎
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
出
口
・
本
間

申
告
は
お
早
め
に

確
定
申
告
の
受
付
開
始

お
知
ら
せ

四島
し ま

還れ！日本の声です　叫びです
2月7日は「北方領土の日」

問い合わせ

社団法人北方領土復帰期成同盟後志地方支部

倶知安町北１条東２丁目（後志支庁内）☎23-1993

日
中
で
も
凍
結
す
る
時
期
で
す

水
道
管
凍
結
に
注
意

余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

納
税
証
明
書
の
申
請

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税

の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す

還
付
金
は
口
座
振
込
み
を
利
用

し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■解氷作業のできる工事店

区　　分 申請と納税の期間

2月18日㈪～

3月17日㈪

2月1日㈮～

3月17日㈪

3月31日㈪まで

所　得　税

贈　与　税

消　費　税

（個人事業者）

㈲氏家サービスセンター ☎44‐2532

㈲高山デンキ ☎44‐2938

北日本環境開発 ☎44‐2589

㈱志田建設 ☎44‐3141

イトウ設備管工 ☎44‐2083
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G'day, mate.（オーストラリア流こんにちは）
新しい年が始まり、あっという間に一カ月が経ち

ましたね。「一年の計は元旦にあり」～People
plan out the whole year on New Year's Day～
といいますが、みなさんの計画はこの一カ月、順調
に進んでいるでしょうか。
私の今年の目標は、「多くの土地に出向き、多く

の人に会う」です。それはこの年末に乗ったインデ
ィアン・パシフィック号での旅の経験によります。
インディアン・パシフィック号は、世界で一番大

きな島であるオーストラリア大陸を横断する、世界
有数の長距離列車です。西のインド洋と東の太平洋
をつなぐ鉄道というのが名前の由来で、3泊4日を
要するその全長は4,352ｋｍにもなります。私は、
クリスマスからの年末休暇を利用して、この列車に
乗車しました。行動が制約される車内での4日間は、
果てしなく長く感じられます。しかも、車窓からの
景色は変化に乏しいものです。確かに暇そうに思え
る旅ですが、私は逆に充実した時間を過ごすことが
できました。それがまさに人との出会い・交流であ
り、また、広大な大地・自然の体感でもあったので
す。そして何より、オーストラリア大陸を横断して
いること、その時間が、私にオーストラリアで研修
している意味を、再度考え直すきっかけを与えてく
れたのです。
昨年4月号で、「Experience is the best

teacher！」と書きましたが、さらに一歩踏み込ん
で今年も実践していきたいと思います。

2カ月に1回、川埜満寿夫の研修レポートをお伝えします
（川埜主事は、平成18年4月から東京に1年間、その後オーストラリアのシ
ドニーに2年間の研修に派遣されています）

インディアン・パシフィック号
～the three nights train trip～

南の大地から南の大地から 
　　北の大地へ　　北の大地へ 
南の大地から 
　　北の大地へ 

オーストラリアオーストラリア 

ニ　セ　コニ　セ　コ 

オーストラリア 

ニ　セ　コ 

会
場
で
は
、
絵
画
・
彫
刻
・

工
芸
・
書
道
・
写
真
の
各
部
門

か
ら
、
１
０
０
点
を
超
え
る
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

全
道
各
地
の
教
職
員
が
制
作

し
た
作
品
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間
／
２
月
７
日
㈭
〜

２
月
11
日
㈪

■
場
所
／
有
島
記
念
館
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
／
無
料

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

☎
44
‐
３
２
４
５

担
当
＝
斉
藤

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
４
月
か
ら
始
ま

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
住
民

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

説
明
会
で
は
、
75
歳
以
上
の

人
な
ど
が
加
入
す
る
新
し
い
医

療
制
度
の
具
体
的
な
内
容
や
保

険
料
、
給
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
担
当
者
が
説
明
し
ま
す
。

説
明
会
は
、
年
齢
に
関
係
な

く
道
内
に
お
住
ま
い
の
人
は
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
５
日
㈫
　
午
後

２
時
〜

■
場
所
／
後
志
支
庁
講
堂

倶
知
安
町
北
１
条
東
２
丁
目

■
定
員
／
１
５
０
人

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
当
日
は
定
員
に
な

り
次
第
入
場
を
締
め
切
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
越
し
く

だ
さ
い

■
問
合
せ
／
北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
事
務
局
総

務
班

☎
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

担
当
＝
千
田

ニ
セ
コ
東
山
ス
キ
ー
場
で
は
、

ス
キ
ー
場
管
理
区
域
内
で
の
雪

崩
被
害
防
止
の
た
め
、
雪
崩
が

発
生
し
や
す
い
斜
面
の
雪
を
事

前
に
崩
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
は
、
通
常
、
午
前

６
時
30
分
か
ら
午
前
８
時
の
間

に
ス
キ
ー
で
斜
面
を
横
切
っ
て

雪
を
落
と
し
て
い
ま
す
が
、
作

業
個
所
に
よ
っ
て
は
、
火
薬
を

使
っ
て
雪
を
崩
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
町
内
の
一
部
で
、
こ

の
爆
発
音
が
聞
こ
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ス
キ
ー
場
の
安
全
管
理
の
た

め
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
実
施
予
定
期
間
／
４
月
上
旬

ま
で

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
東
山
ス
キ

ー
場
　
　
☎
44
‐
１
１
１
１

支
配
人
　
上
原
子
次
郎

有
島
記
念
館
で
は
、
道
内
の

教
職
員
が
制
作
し
た
美
術
作
品

の
移
動
展
を
開
催
し
ま
す
。

ス
キ
ー
場
の
安
全
確
保
に
ご
理
解
を

雪
崩
防
止
作
業
の
実
施

教
職
員
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い

北
海
道
教
職
員
移
動
美
術
展
開
催

新
し
い
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
説
明
会
開
催

川埜満寿夫豪州レポート

インディアン・パシフィ
ック号が走るナラボー平
原内には、世界一長い
（450ｋｍ以上）といわれ
る直線線路があります
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動
に
移
せ
な
い
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
も
奉
仕
団
に
加
入

し
て
、
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら

地
域
に
奉
仕
す
る
喜
び
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
主
な
活
動
内
容
／

・
赤
十
字
運
動
へ
の
協
力

・
春
・
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

・
視
察
研
修

・
他
町
奉
仕
団
と
の
交
流

・
災
害
時
の
緊
急
活
動

■
申
込
み
・
問
合
せ
／

ニ
セ
コ
町
赤
十
字
奉
仕
団

☎
44
‐
３
５
４
０

担
当
＝
清
水
綾
子

毎
年
恒
例
の
こ
の
大
会
は
、

町
内
全
て
の
小
学
生
と
中
学
１

・
２
年
生
が
参
加
し
ま
す
。
ぜ

ひ
み
な
さ
ん
の
温
か
い
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ス
キ
ー
大
会
当
日
は

午
後
４
時
ま
で
総
合
体
育
館
が

休
館
と
な
り
ま
す
（
大
会
が
中

止
の
場
合
は
開
館
し
ま
す
）。

■
日
時
／
２
月
15
日
㈮

午
前
９
時
30
分
開
会
式

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

初
回
相
談
料
は
無
料
で
す

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

今
回
の
成
人
学
級
は
、
北
海

道
立
近
代
美
術
館
特
別
展
「
吉

村
作
治
の
早
大
エ
ジ
プ
ト
発
掘

40
年
展
」
と
常
設
展
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
美
術
・
浮
世
絵
」
を
見

学
し
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第

締
切
と
な
り
ま
す
の
で
、
参
加

を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
３
月
11
日
㈫

午
前
７
時
30
分
総
合
体
育
館

前
出
発

■
参
加
料
／
観
覧
料
と
し
て
１

４
７
０
円
（
65
歳
以
上
１
１

０
０
円
）

※
昼
食
代
別

■
申
込
期
限
／
２
月
29
日
㈮

■
定
員
／
32
人

■
問
合
せ
／
教
育
委
員
会
町
民

学
習
係
（
総
合
体
育
館
内
）

☎
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
中
村
・
阿
部

文
化
協
会
で
は
、
日
本
の
伝

統
文
化
「
生
け
花
」
を
学
ぶ
体

験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
場
所
／
東
山
ス
キ
ー
場

■
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
係
（
総
合
体
育
館
内
）

☎
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
工
藤
・
佐
野

小
樽
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

年
金
の
相
談
や
問
い
合
せ
に
対

応
す
る
出
張
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
自
分
の
年
金
加
入
履
歴
や

手
続
き
の
確
認
な
ど
に
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
時
／

・
２
月
６
日
㈬

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

・
７
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

・
３
月
５
日
㈬

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

・
６
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

■
場
所
／
倶
知
安
町
後
志
労
働

福
祉
セ
ン
タ
ー

倶
知
安
町
南
１
東
１
‐
14

☎
23
‐
２
９
１
８

■
問
合
せ
／
小
樽
社
会
保
険
事

務
所

☎
０
１
３
４
‐
23
‐
４
２
３
１

気
軽
に
法
律
相
談
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
相
談
を
希
望

す
る
人
は
、
事
前
に
電
話
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

■
２
月
の
相
談
日
程
／
12
日
㈫

・
13
日
㈬
・
28
日
㈭
・
29
日
㈮

■
相
談
時
間
／
30
分
程
度

■
場
所
／
岩
内
町
高
台
84-

３

■
相
談
料
／
初
回
の
み
無
料

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
し
り
べ

し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
３
５
‐
62
‐
８
３
７
３

募
集

ニセコ町受付分

《しらかば団地》柿本美代子　様
（社会福祉事業に役立ててください）

《曽我親交会》　吉村　ミサ　様
（夫が生前お世話になったお礼として）

ニセコ町社会福祉協議会受付分

《ニセコハイツ》佐々木ヤイ子　様

（夫が生前お世話になったお礼として）

心 の 贈 り 物 善意に感謝します

相
談
く
だ
さ
い
年
金
の
こ
と

社
会
保
険
事
務
所
出
張
相
談
所

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い

成
人
学
級
の
参
加
者
募
集

定
員
に
な
り
次
第
応
募
を
終

了
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望

す
る
人
は
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
28
日
㈭
　
午
後

３
時
30
分
〜

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
参
加
対
象
／
小
学
校
４
年
生

〜
６
年
生

■
参
加
料
／
３
０
０
円

■
申
込
期
限
／
２
月
５
日
㈫

■
定
員
／
10
人

※
当
日
は
、
は
さ
み
を
持
参
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
町
民

学
習
係
（
総
合
体
育
館
内
）

☎
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
木
村
・
阿
部

ニ
セ
コ
町
赤
十
字
奉
仕
団
で

は
、
新
規
団
員
の
募
集
を
し
て

い
ま
す
。

赤
十
字
奉
仕
団
は
、
団
員
の

み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
奉
仕

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
「
何
か
地
域
の

役
に
立
ち
た
い
」
と
考
え
て
い

て
も
、
一
人
で
は
な
か
な
か
行

相
談

日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る

生
け
花
体
験
教
室
開
催

一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
せ
ん
か

赤
十
字
奉
仕
団
の
団
員
募
集

選
手
の
頑
張
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い

全
町
児
童
生
徒
ス
キ
ー
大
会

ス
ポ
ー
ツ



く
ら
し
の
情
報

寒
く
乾
燥
し
た
日
が
続
く
冬
は
、

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
季
節
で
す
。
こ
れ
ら
の
病
気

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
予
防
が
効
果

的
で
、
も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
て

も
軽
い
症
状
で
済
み
ま
す
。

こ
の
冬
は
、
家
族
み
ん
な
で
予

防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

風
邪
は
の
ど
や
鼻
に
主
な
症
状

が
出
る
の
に
対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
全
身
に
及
ぶ
こ
と
が
特
徴

で
す
。

軽
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪

と
区
別
が
つ
き
に
く
い
も
の
で
す

が
、
多
く
は
38
度
を
超
す
発
熱
に
、

頭
痛
や
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状

が
１
週
間
程
度
続
き
ま
す
。
ま
た
、

感
染
力
が
非
常
に
強
い
こ
と
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。

○
こ
ま
め
に
手
洗
い
と
う
が
い
を

し
て
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

○
保
温
に
気
を
配
り
、
室
内
を
適

度
に
加
湿
す
る

○
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
、
十

分
な
休
養
を
取
る

○
流
行
し
て
い
る
と
き
は
な
る
べ

く
人
ご
み
を
避
け
る

○
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が

け
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
多
い
野
菜

を
た
く
さ
ん
と
る

風
邪
に
は
、
休
養
と
栄
養
が
大

切
で
す
。
風
邪
の
症
状
が
現
れ
た

と
き
は
、
十
分
に
体
を
温
め
、
早

め
に
就
寝
す
る
と
比
較
的
早
く
治

り
ま
す
。
た
だ
し
、
症
状
が
長
引

く
と
き
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、

重
く
な
り
や
す
く
、
合
併
症
や
二

次
感
染
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
症
状
の
軽
減
や
期
間
の

短
縮
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
発
症
後
48
時
間
以
内
の
投
与

が
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
の
受
診
が
大
切
で
す
。
受
診

後
は
十
分
に
休
養
を
取
り
、
こ
ま

め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感

染
力
が
強
い
の
で
、
発
症
後
２
〜

３
日
は
外
出
を
控
え
る
な
ど
、
人

と
の
接
触
を
で
き
る
だ
け
避
け
ま

し
ょ
う
。
マ
ス
ク
の
着
用
は
、
他

の
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
良
い
方
法

で
す
。

特
に
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
呼
吸

器
や
心
臓
に
慢
性
的
な
病
気
を
持

っ
て
い
る
人
は
、
抵
抗
力
が
弱
く
、

重
症
化
し
や
す
い
た
め
早
め
の
受

診
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
症
状
が

出
に
く
い
場
合
や
、
体
調
不
良
を

う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
周
り
の

家
族
が
変
化
に
気
付
い
て
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

風邪・インフルエンザの予防と対処

健康づくり
だより
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

保健福祉課　
健康づくり係
☎44‐2121

ごめいふくを

おいのりします

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

月
生
ま
れ

2

青木保健師

本通団地 井上　正雄さん
（満84歳） 1月10日

ニセコ親交会 高屋　　孝さん
（満88歳） 1月11日

本通団地 日向　春輝
はるき

くん
★12月27日生　（昭彦さん＝沙織さん）

ペンション村 三浦隼之助
じゅんのすけ

くん
★12月31日生　（仁さん＝えりかさん）

曽我親交会 奥原　結太
ゆうた

くん
★1月2日生　（真仁さん＝さゆりさん）

こ み ゅ て ぃ ～に

広報ニセコ22

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い

感
染
予
防
の
基
本

風
邪
を
ひ
い
た
と
き
は

こ
ん
な
人
は
要
注
意

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

大崎　菜瑠
な る

ちゃん
（20日）本通団地
（裕介さん＝美香さん）
「心の素直な人に

育ってください」

太田　愛里
あいり

ちゃん
（24日）本通6
（充昭さん＝妙子さん）
「Ｌｏｖｅ＆Ｐｅａｃｅ」
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寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期

に
な
る
と
思
い
出
す
の
は
、
小
樽
ゆ
か
り

の
詩
人
・
伊
藤
整
の
詩
集「
雪
明
り
の
路
」

で
す
。
吹
雪
が
ひ
と
し
き
り
吹
き
荒
れ
た

後
、
ふ
と
の
ぞ
い
た
窓
の
外
は
「
し
づ
か

な
青
い
雪
明
り
」
⋯
。
こ
の
詩
の
よ
う
に

北
国
の
情
景
を
美
し
く
表
現
し
た
文
学
作

品
は
、
冬
の
夜
長
に
こ
そ
読
む
の
に
ふ
さ

わ
し
い
で
し
ょ
う
。（
ま
）

先
日
、
歯
医
者
さ
ん
の
前
を
歩
い
て
い

る
と
、
中
か
ら
子
ど
も
の
大
き
な
泣
き
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
歯
医
者
さ
ん
と

い
う
の
は
、
今
も
昔
も
子
ど
も
に
と
っ
て

怖
い
存
在
の
よ
う
で
す
。
私
は
幸
せ
な
こ

と
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
お
世

話
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
大
人

に
な
っ
た
今
、
も
し
治
療
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ら
泣
い
て
し
ま
う
か
も
⋯
。（
さ
）

先
日
、
自
宅
の
台
所
で
塩
コ
シ
ョ
ウ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
は
「
こ
の
天
日
塩
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
天
日
乾
燥
し
て
作
ら
れ
た
も

の
で
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
、
塩
ま

で
輸
入
し
て
い
た
と
は
驚
き
で
す
。
輸
入

関
税
、
日
本
の
塩
産
業
、
塩
の
価
格
、
輸

送
時
の
二
酸
化
炭
素
排
出
な
ど
を
総
合
的

に
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。（
し
）

2
月
号

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

広
報
 

本
日
、
私
た
ち
は
、
多
く
の
み
な
さ
ま
に
祝
福
さ
れ
成
人
と
な
り
ま
し

た
。
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ま
か
ら
の
心
温
ま
る
祝
福
と
激
励

の
お
言
葉
一
つ
一
つ
を
心
に
刻
み
、
人
生
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
責
任
あ
る
大
人
と
し
て
、
世
の
中
の
状
況
を
し
っ
か
り
と

ら
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

現
代
社
会
は
多
く
の
課
題
が
複
雑
に
交
差
し
な
が
ら
、
驚
く
べ
き
ス
ピ

ー
ド
で
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
変
革
の
時
代
に
ど
う
行
動
し
、
ど

う
生
き
る
べ
き
か
は
、
社
会
人
と
な
っ
た
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
時

代
を
創
っ
て
い
く
私
た
ち
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
未
来
は
決
し
て
平
坦
な
道
の
り
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
十
分

想
像
で
き
ま
す
。

目
の
前
に
現
れ
る
壁
に
絶
望
す
る
こ
と
な
く
、
進
む
べ
き
道
に
向
か
っ

て
自
分
の
足
元
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
行
動

力
と
強
い
意
志
を
持
つ
こ
と
を
改
め
て
決
意
い
た
し
ま
す
。

今
の
私
た
ち
が
い
る
の
は
、
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
助
け

ら
れ
な
が
ら
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
い
つ
の
日
か
、

私
た
ち
の
次
の
時
代
を
担
う
人
た
ち
の
た
め
に
、
立
派
な
社
会
人
と
な
る

こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
答
辞
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
一
月
十
三
日
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～行動力と責任感を持って時代を創る～晴れ着に身を包み、決意を新たにする新成人のみなさん

N
o

.14
6

人の動き（12月末現在）
人口 4,701
（前月比 ＋9）
男 2,265
（前月比 ＋7）
女 2,436
（前月比 ＋2）
世帯 2,087
（前月比 ＋7）

外国人 60
登録者（前月比＋23）

今
回
は
、
新
成
人
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

成
人
式
で
述
べ
ら
れ
た
答
辞
に
は
、
成
人
と
な
っ
た
み
な
さ
ん
の
強
い
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。


